
様式第１号（第４条関係）
（表）

自　主　防　火　管　理　報　告　書

年　　月　　日

　 消防署長　様
防火対象物　　　　　　　　　　　　　　　
所在地　　　　　　　　　　　　　　　
名　　　称　　　　　　　　　　　　　　　
管理権原者　職　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　
年　　月　　日に点検した内容について、下記のとおり報告します。
記
	点検責任者
	
	電話番号
	

	項目
	内　　　　　　　　　　　　容
	結　　　果

	①建築構造等
	・建物の増改築がないこと
・建物の間仕切りに変更がないこと
・建物の使用用途に変更がないこと
　※建築確認申請又は消防と事前調整済みのものを除く
	□適・□否
□適・□否
□適・□否


	②防火管理体制
	・選任している防火管理者に変更がないこと。（変更がある場合は届出をしていること。）
・消防計画の内容（自衛消防の組織の氏名、人員等）に変更がないこと。（変更がある場合は届出をしていること。）
・消防計画の内容について、従業員や工事関係者等に周知している。
	□適・□否
□適・□否
□適・□否

	③教育訓練
	・消防計画に基づき消火及び避難訓練を実施している。
・従業員に対し消防用設備等の設置場所や操作要領のほか、火災の際の自分の役割について、教育している。
	□適・□否
□適・□否


	④自主検査状況
	・消防計画に基づき自主検査を定期的に実施している。
・自主検査の結果、不良が認められた箇所について、管理権原者に報告している。
・自主検査の結果、不良が認められた箇所について、改修の計画を立てている。
	□適・□否
□適・□否
□適・□否


	⑤放火

　防止
	・放火防止のため定期的に巡回、監視を行っている。
・物置、空室、物品庫等の施錠管理を行っている。
	□適・□否
□適・□否

	

	（裏）

	⑥火災予防管理
	・じゅうたんやカーテン等は、防炎性能を有するものを使用している。
・じゅうたんやカーテン等に、防炎の表示がされている。
・廊下、階段や避難経路となるベランダ・バルコニー等に、避難の障害となる物品などを置いていない。
・防火戸、防火シャッターの周辺に閉鎖の障害となる物品などが置かれていない。
・防火戸、防火シャッターに変形又は自動閉鎖装置の機能不良による閉鎖不良がない。
	□適・□否
□適・□否
□適・□否
□適・□否
□適・□否


	⑦火気使用設備・機器の管理
	・火気設備・器具は、取扱説明書等に従い、正しい使用をしている。
・火気の使用後は、燃料の供給停止（ガスの元栓閉鎖など）を行っている。
・業務終了後、火気の始末、煙草の吸殻処理の確認を行っている。
・厨房、調理用機器は、その周囲に油・すすの付着がないよう、定期的に清掃を行っている。
・機器の破損や燃料配管の亀裂がない。
・火気設備（ボイラー等）や電気設備（発電、変電設備等）の増設や取替え等の変更がない。
・火気使用機器の周囲に過熱や炭化しているところがない。
・機器や安全装置の作動不良がない。
	□適・□否
□適・□否
□適・□否
□適・□否
□適・□否
□適・□否
□適・□否
□適・□否

	⑧点検報告
	・消防用設備等の法定点検は定期的に実施し、報告している。
・点検の結果、不良が認められた箇所について、管理権原者に報告している。
・点検の結果、不良が認められた箇所について、改修が完了している又は改修の計画を立てている。
	□適・□否
□適・□否
□適・□否


	危　険　物　等　の　確　認

	⑨貯蔵・取扱
	・指定数量未満の危険物（灯油ホームタンク等）の新設・増設等がない。
・指定可燃物（大量のタイヤ、木材など）の新たな貯蔵や数量の増加がない。
・指定数量以上の危険物（例：ガソリン200L、灯油1000L、重油2000L）の貯蔵・取扱がない。
※申請又は届出済みのものを除く。
	□適・□否
□適・□否
□適・□否


	備考欄


